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研究内容の説明文 

研究課題名 ヒト赤血球の膜構造の研究 

研究期間 平成２７年４月～平成２９年３月 

研究機関名 福岡大学 

研究責任者職氏名 教授 山口 武夫 

 

研究の説明  

（意義）赤血球膜の特徴は膜の変形能と安定性である。この膜の特性がどのような分子機

構により生じているのか明らかでない。この点を解明すれば、赤血球のドラッグデリバリ

ーシステムへの応用や人工赤血球の創製に役立つものと期待される。 

（目的）アニオン輸送タンパク質であるバンド 3と骨格タンパク質であるスペクトリンの

構造と膜安定性における役割を明らかにする。 

(方法と予想される結果) 

① ヒト赤血球をプロテアーゼの一種であるキモトリプシンで処理すると、アニオン輸送

タンパク質であるバンド 3は 60 kDa と 35 kDa に切断される。この赤血球にアニオン

輸送阻害剤であるＤＩＤＳを作用すると、ＤＩＤＳは 60 kDa に結合する。一方、パパ

インで処理した場合、バンド 3の 60 kDa は存在するにもかかわらず、ＤＩＤＳはこの

60 kDa に結合できない。多分、35 kDa がさらにパパインにより切断された結果である

と思われるが、この点を明らかにする。 

② ヒト赤血球の骨格タンパク質であるスペクトリンをＳＨ基修飾試薬である疎水性のＮ

-エチルマレンイミド（ＮＥＭ）で修飾するとスペクトリンが変性する。スペクトリン

の中のどのシステイン残基が化学修飾を受けると変性するのかを質量分析計などを用

いて明らかにする。疎水的な環境にあるシステイン残基がスペクトリンの安定性に関

与している可能性が高い。 

③ 膜の安定性については浸透圧溶血や加圧溶血の実験から検討する。 

これらの研究は赤血球膜の構造と機能の間に一般的に存在する関係を明らかにする基礎

研究である。 

(血液の廃棄)不要になった譲渡赤血球は福岡大学健康管理センターで生じる医療廃棄

物と一緒に廃棄する。 

(保管) 鍵のついた研究室内の冷蔵庫 
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